


 

 

 

講演要旨 

ブロニスワフ・ピウスツキの生涯と仕事 

井上紘一 

リトワニア生まれの人類学者ブロニスワフ・ピウスツキ（1866.11.02~1918.05.17）は 19才の折、

露帝暗殺未遂事件に連座して樺太島へ流謫され、壮年期の 19年を極東で過ごすよう強いられ

ました。その間、サハリン原住民研究に従事して同研究の草分けとなり、1903 年には樺太アイ

ヌ(エンチウ)の｢酋長の娘｣と結婚し、｢極東のピウスツキ家｣の開祖となりました。この家族や 2016

年の生誕百五十周年、2018年の没後百周年にかかわる事柄にも言及するつもりです。 

ブロニスワフ・ピウスツキ略歴 

① リトワニア期（1866.11~1885.04）：母の相続領地ズーウフ（ザラヴァス）で生まれ、8才以降はヴィルノ（ヴィ

ルニュス）で暮らした。ヴィルノ第 2ギムナジア 7年次修了後サンクト・ペテルブルグへ留学 

② 露都滞在（1885.04~1887.05）：ペテルブルグ帝大法学部 1 年在籍中、皇帝暗殺未遂事件に巻き込ま

れ、｢懲役 15年・樺太島流謫｣と宣告された 

③ 樺太期 1（1887.08~1899.02）：国事犯流刑囚として北樺太ルィコフスコエ村で服役する（1/3 減免された刑期

は 97.02.27に満了）。土着民ギリヤーク（ニヴフ）のフィールドワークにも従事し、人類学関係処女作を公刊 

④ 浦塩期（1899.03~1902.07）：ロシア帝室地理協会アムール地方研究会付設博物館物品管理人に採

用されウラヂヴォストク（浦塩）在住。博物館では司書・主事も務め、沿海州行政府統計委員会や地元

新聞社にも勤務 

⑤ 樺太期 2（1902.07~1905.12）：ペテルブルグのロシア帝室科学アカデミーの委嘱で樺太島に舞い戻り、

樺太アイヌやオロッコ（ウイルタ）のフィールドワークに従事。膨大なアイヌ関係業績はこの 3年半の所産 

⑥ 日本滞在（1905.12~1906.08）：欧州への帰途、日本に7ヶ月半立ち寄り、様々な日本人（二葉亭四迷な

ど）、中国人革命家、亡命ロシア人らと交流する。アイヌ関係処女作を日本語で発表 

⑦ 欧州期 1（1906.09~1915.04）：オーストリア統治下のポーランド（ガリツィア）に定住し、第 1 次大戦勃発

後ウィーンへ逃れる 

⑧ 欧州期2（1915.04~1917.11）：戦火を逃れて中立国スイスに滞在し、様々な政治・社会・文化活動に従事する 

⑨ 欧州期 3（1917.11~1918.05）：ポーランド国民委員会パリ代表部スタッフとして活動するも、1918 年 5

月 17日、セーヌ川へ身を投じて自死を遂げる。享年 52。 
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